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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

高齢者における食欲低下は低栄養状態を引き起こす要因の一つであり、食欲低下の予防

について検討することは大きな意味を持つ。しかしながら、食欲低下のリスクに関する研

究は多くあるものの、口腔の健康状態との関連を検討した報告は少ない。そこで本研究で

は、地域在住高齢者を対象に口腔の健康状態と食欲との関連を検討した。対象者は、2018

年 12 月～2019 年 1 月に糸島市の介護予防・日常生活支援総合事業に参加した 65 歳以上

の 100 人である。食欲は、Council on Nutrition Appetite Questionnaire を用いて評価

した。口腔の健康状態は、歯数、咬合状態、嚥下機能、舌苔、Oral Health Assessment Tool

を用いて評価した。食欲を従属変数、口腔の健康状態に関する各変数、及び、性別、年齢、

手段的日常生活動作、認知機能、喫煙状況、飲酒状況を独立変数として重回帰分析を行っ

た。その結果、歯の痛みを有する者は、食欲が有意に低下していた（β= -1.39、95％信

頼区間= -2.53; -0.26、p= 0.016）。一方、その他の口腔の健康状態に関する項目は食欲

と有意な関連が認められなかった。したがって、高齢者の食欲低下の予防には歯の痛みを

コントロールすることが重要であることが示唆された。 

以上のように、高齢者における食欲低下と関連する口腔の因子が⽰され、高齢者の低栄

養予防に貢献し得る知見と考えられ、博士（歯学）の学位授与に値する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


